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「思春期」？ 「反抗期」？ 
校 長  吉光寺 勝 己  

 

 「思春期だから…」「反抗期だから…」という言葉は、中学生くらいの子どもをもつ親の言葉として、今

も昔もよく聞かれるものです。ある種、諦めともとれそうな言葉ですが、私自身の子育てを振り返ると、

それは、子どもたちの「親離れ」でありつつ、親としての私自身の「子離れ」の過程でもあったように思

います。 

 

 教員として、多くの親子関係に接してきた中で、「先生、ウチの子、反抗期が来ないんですが、大丈夫で

しょうか？」とおっしゃる保護者が３名ほどおりました。たしかに、みな穏やかで、どちらかといえば大

人しい感じのお子さんたちでしたが、どの子も自分なりに考えて行動でき、しっかりと自分の意見が言え

る子どもたちでした。 

 

 その親御さん方に対して私は、「“反抗期”は、必ずしも親に楯突いたり暴れたりするものではないです

よ。」「自分の頭で考えてしっかりとした言動がとれているので大丈夫ですよ。」とお答えしていました。ま

た、そうおっしゃるお父さんやお母さん方も、さほど心配して質問しているわけではなかったというのも

印象的でした。そして、私こそ、そうした方々から子育てを学んでいたのだと思います。 

 

ところで、『ミミコの独立』という詩に、幼児と父親のやりとりを描いた、次のような一節があります。 

 
 

 

 

 

 

 

 小さな足で重たい大きな下駄を履いては危ないからと思って注意した父親に対し、ミミコはこんな理屈

で応じます。詩はこの後、微笑ましい情景描写が続くのですが、ここに挙げたやりとりには、単なる言い

訳や屁理屈だなどと一刀両断で片付けてはならない、幼児なりの思考や表現があり、そこにゆったりと寄

り添うこの父親の心持ちに共感を覚えます。 

 

さらに歳を重ねた「思春期」や「反抗期」と呼ばれる時期の子どもたちにとって大切なのは、「自分の頭

でモノを考えられるようになること」であり、それは、思考・判断・表現のトライアル＆エラーを粘り強

く繰り返していくことによって育つものです。そのために、学校の授業のスタイルも、昔のような一斉講

義型ではなく、個人やグループで探究するような学習形態に変わってきています。 

 

明日から、長い夏休みが始まります。この１学期における保護者・地域の皆様方のご理解やご支援に感

謝申し上げます。夏休み、子どもたちの学びの中心は家庭や地域となります。たとえば、あるテーマを設

定して親子で話し合うこと、地域行事に参加したりボランティアとして参画したりするなど、是非、普段

できないような触れ合いや体験を通じて、多様な学びが深められる夏休みとなることを願っています。 

みんな、野付の子 
さぁ、つながろう！ 

◇あいさつのできる子 ◇ルールや約束を守る子 

◇思いやりのある子    ◇失敗を恐れず挑戦する子 

 

別海町立野付中学校 学校便り 

とうちゃんのげたなんか はくんじゃないぞ 

ぼくはその場を見て言ったが 

とうちゃんのなんか はかないよ 

とうちゃんのかんこをかりてって         ※かんこ…下駄 

ミミコのかんこ はくんだ と言うのだ      『ミミコの独立』山之口貘 より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の体育祭は好天のなか開催することができました。気温は２６度ほどの予報で、尾岱沼の子どもたちには暑く感じ、

熱中症の心配もありましたが、時折太陽が雲に隠れ、心地よい海風が吹いたこともあり、子どもたちは体調を崩すことな

く、無事に最後まで元気な姿でグランドを駆け巡りました。 

今年度は「本領発揮 ～44人でつなげ笑顔のバトン～」をテーマに、５日間と限られた練習期間ではありましたが、赤

組・青組がお互いに切磋琢磨しながら、チーム力を高めていました。 

選手名をコールされ、「はい！」と大きな返事で応える姿、走り終えた直後でも自分の役割の為に駆け足で移動する姿、差

がついたとしてもあきらめずに競技に挑む姿、円陣を組み、大きな声で自チームを鼓舞する姿、敵味方関係なく、競技終了

まで声援と温かい拍手を送る姿… まさに全校生徒の笑顔のバトンがつながった、素晴らしい体育祭となりました。 

保護者の皆様、地域の方々におかれましては、子どもたちの最高の笑顔をご観覧いただき、生徒・教職員一同、心より感

謝申し上げます。今後とも本校に変わらぬ温かいご支援・ご指導をよろしくお願いいたします。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行  事  等  日 曜 行  事  等  

1 木 夏季休業（～26日まで） 全道中体連バレーボール大会 17 土 週休日 

2 金 全道中体連バレーボール大会 18 日 週休日 

3 土 週休日 町PTA連合会研究大会 19 月 別海町駅伝大会 

4 日 週休日 20 火  

５ 月  21 水  

6 火  22 木  

7 水  23 金  

8 木  24 土 週休日 陸上新人戦 

9 金  25 日 週休日 陸上新人戦 

10 土 週休日 卓球カデット地区予選 テルイスポーツ杯（野球） 26 月  

11 日 山の日 27 火 ２学期始業式 

12 月 振替休日 28 水 学力テスト（1・2年） 水泳学習（３年） 発育測定（３年） 

13 火 学校閉庁日 29 木 校内授業研 発育測定（２年） フッ化物洗口 部活動休止日 

14 水 学校閉庁日 30 金 職員会議 発育測定（１年） 白鳥号 部活動休止日 

15 木 学校閉庁日 31 土  

16 金 学校閉庁日  

頑張れ野中生！全道中体連大会出場 
◆全道中体連陸上大会 ７/２６（金）～２８（日） 函館市 

N・M さん(２年)女子走幅跳 

◆全道中体連ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会 ７/３1（水）～8/2（金）  

〈男子〉H・Tさん(3年) A・Iさん(2年) 

   S・Kさん(２年) F・Kさん(２年) 

※別海町開催 光洋中、中春別中、中西別中、広陵中との合同チームで出場 
 
〈女子〉K・Mさん(３年) S・Yさん(２年) 

N・Yさん(１年) 

※中標津町開催 別海中央中との合同チームで出場 

根室管内中体連大会 結果 ７/６（土）・７（日） 
 女子バレーボール部  
予 選 対 光洋中 ２－０ 勝利 
準決勝 対 中標津中 ２－０ 勝利 
決 勝 対 川北中 ０－２ 敗退 準優勝 

 卓球部（個人戦） 
I・Kさん(3年) ４回戦進出 O・Yさん(2年) ３回戦進出 
A・Hさん(3年)、T・Rさん(3年) ２回戦進出  
Y・Mさん(3年) 初戦敗退 

全日本少年軟式野球北海道大会 結果 ７/13（土）～１5（月） 
１回戦 対 室蘭市立桜蘭中 ７－６ 勝利 
２回戦 対 広陵中 ０―６ 敗退            
  O・Kさん(3年) N・Fさん(3年) 
  S・Sさん(3年) O・Gさん(2年) 
※上春別中、上西春別中、中西別中、光洋中、柏陵中との合同チームで出場 ８ 月 行 事 予 定 


